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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞

現在予定なし。
＜全体連絡＞

・青陽館内の掃除について：満足度調査報告書に則り、毎週火曜日は普段掃除できていない部分を掃除する日と設定して、掃除が行き届かない場所を無くしていきましょう。
・9/29　作業療法士の見学2名あり。SGMが対応します。

＜利用者様の評価について＞
・2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
＜疾患別診療計画書＞

・10月の疾患別診療計画書作成に徐々に取り掛かりましょう。医師評価が必要な利用者様9/28（火）各担当医へ提出済みであり、書類がもどり次第利用者様からサインを頂き、10/15までに電カルへアップしてください。
＜10月の新プログラムについて＞

・発達障害のプログラムのマニュアルがプログラムテキスト内の発達障害の中に保管している為各自で確認をお願いします。利用者様用のテキストは月初めに印刷して渡す。
　対象者：川村　拓郎様・田向　玲美様

· 算定対象：主病名が自閉症スペクトラム、発達障害であり、主病名が複数でも可。

　　　　　　　ショートケアは5ヶ月間で週1回で200点。40歳以下が対象。

＊日誌の出席欄に●や◎のような記号表示をして、算定が分るようにする事を検討していく。

・調理
プログラムのアンケート取りまとめ済み。参加を希望しない人は数名のみ。1回目は10/4（月）利用者様を集めてSST方式で今後、どのような事をしていきたいか話し合いをする。

＜実習関連＞

・10/5（火）・10/7（木）八学の看護実習があります。

＜利用者様情報＞

デイケア
・森田　清助様～デイケア開始時刻前に入電あり、「気味が悪いことがあってよ」と話を切り出している。詳細を問うと、自宅内で当院と他院の処方薬がまとめて置かれている、帰宅した際に部屋のドアが開いていることがあると話している。処方薬については自身がまとめたものではないと強い口調で発言。今朝、五福へ電話し訪問をお願いしたが、昨日訪問したばかりのため本日中は難しいと言われたと。そのため、青明舎実際に見てもらいたいため、本日はデイケアを欠席したいと話している。終話後、青明舎へ情報提供している。11時頃青明舎より、森田様が来館したため情報提供しますと入電あり。上記を青明舎にも相談しており、”他院の薬はいつも床に置き、当院の薬は机上に置いているが26日夕方に帰宅したら、どちらも机上に置いてあった””居間と台所の間にあるドアをいつも開けっ放しにしているが、閉まっていた””玄関は施錠していた”等と話していたと。青明舎より玄関を施錠していたのであれば誰も出入り出来ないため、自身が気付かない間にそのような行動をとったのではないかと伝えるも否定していた様子。アパートを引っ越し、施設へ入所したいと希望しており、引き続きケアマネと施設探しを続けるよう助言したと。今後青陽館でも相談があった場合には対応することを伝え終話。
・吉田　拓馬様～特定相談員　計画相談支援事業所「あおば」タザワ氏へ電話し、吉田様の今後の方針について検討している。23日(木)の受診時に主治医へデイケアを辞めたいと相談しており、その際に対応した外来Nsより、タザワ氏へ情報提供されている。タザワ氏より、情報提供を受け昨日本人へ電話し意向を確認しましたと報告あり。デイケアはやはり10月末で辞めたいと考えている様子で、以前B型事業所の体験利用をした際に、自身にはまだ早いと感じデイケアで対人交流能力を身につけたいと話していたことなどを振り返りするが、辞めたい気持ちは固まっていると。また、過去の嫌な経験（学生時代のいじめ、前就労先で上司に怒られたこと等）がフラッシュバックされることがあり、新しい集団の中で苦手な人がいると、よりフラッシュバックされるのではないかと。今後タザワ氏としては、B型事業所の見学・体験利用の段階を入念に実施し、直ぐに退職といった形にならないようサポートしていくとのこと。青陽館では、第一にデイケアを継続し対人能力面へのアプローチを行っていくこと、就労を始める際には過去の経験も踏まえ助言を行っていくことを伝え終話している。
ショートケア
・田端　希依子様～スタッフへ相談があるとの事で対応。特定女性利用者様（寺沢彩様）について話し掛けても無視したり、自分勝手な行動が多くスタッフの介入にも耳をかさない様子が「苛々する。そんな自分が幼稚だと思う。」と話し、その為に6月～7月はショートケアを休んでしまったと振り返っている。
デイナイトケア
・板橋　利美様　～歩行時の前傾姿勢が著明で左足を引きずるような様子があり、声掛けに「左膝の裏が痛い。」と返答する。運動療法では杖を使用してゆっくりと歩行しており、来所時よりは不安定さはなく「さっきよりは良いよ。でも左膝の裏と右の膝から上が突っ張るようだ。」と返答する。起床時にポータブルトイレへ移動する際に数回転倒しそうになったと話している。
・木村　義重様　～来所後に本人から「ふらっとした。」と報告がある。状況を確認すると昇降時にふらついた為手すりに掴まったとの事。「睡眠不足だと思う。」と言い、22時～4時まで眠り、早くから日課を行ったという。今朝の血圧を聞くと体温を答えている。ゆっくり行動する事を促している。


